
被災度区分図

現地調査の結果について
 近赤外線データによる解析

（擬似カラー画像）
近⾚外線データ画像

被災度区分図を作成

1

現地調査の結果について

１ 調査の目的

令和７年今治市林野⽕災復旧・復興計画の策定にあたり、
近⾚外線データを活⽤して作成した「被災度区分図」について、
現地での調査を実施してその有効性を検証し、計画策定の基礎
資料とすることを⽬的とする。

２ 調査日時

・⽇ 時 ： 令和７年８⽉５⽇（⽕） 9:30〜
・参加者 ： 愛媛⼤学（都築委員ほか3名）

愛媛県、今治市、国⼟防災技術（株）
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被災度区分図

現地調査の結果について

３ 調査箇所

４ 調査手順

被災区域のうち、⾏政界や地況・林況及び
被災状況などから、別図のとおり３地区（桜
井地区、⻑沢地区、朝倉地区）において現地
調査を⾏う。

①各地区毎・各被災度区分毎に標準的な被災箇所を
選定する。

②GNSSで調査箇所の被災度区分（属性）を確認す
る。

③別添「被災度区分現地判定表」のイメージ写真や
模式図・判定基準を参考に、調査箇所の被災状況
を確認・記録し、判定結果を記⼊する。

桜井地区

長沢地区

朝倉地区
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